
比例と反比例の活用
比例・反比例する数量
・身のまわりの数量の関係を比例や反比例ととらえる

-速さ・道のり・時間
-図形の面積と辺の長さ
-割合 など

<例>

比例 反比例

変数とする数量によって関係が異なる
<例>

ネジ1本
あたりの重さ

比例と反比例 [比例と反比例の活用]

＜確認問題＞
図は直角三角形ABCである。
点 Pは点Bを出発し、
辺BC上を点Cまで毎秒 4cmの速さで動く。
点 Pが点Bを出発してから x秒後の
三角形ABPの面積を y cm2とする。
yを xの式で表せ。
また、xおよび yの変域をそれぞれ表せ。

A

B C
P

18cm

24cm

点 Pが点Bを出発して x秒後では、
点 Pの速さが毎秒 4 cmより、
BP= 4× x = 4x cm
三角形ABPの面積は y = 1

2
× 4x× 18

したがって　 y = 36x

点 Pが点Bを出発し、
辺BC上を移動して点Cに到達するのは、
BC= 24 cm、点 Pの速さが毎秒 4 cmより、
24÷ 4 = 6
したがって xの変域は 0 ≦ x ≦ 6

また
x = 0のとき y = 36× 0 = 0
x = 6のとき y = 36× 6 = 216
よって yの変域は 0 ≦ x ≦ 216

y = 36x

0 ≦ x ≦ 6

0 ≦ y ≦ 216
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